
“茅ヶ崎流”

ワーケーションの

ススメ



コンパクトで平坦なまち

市街地はとっても平坦 ⇒ 自転車社会！

湘南エリアの中心に位置するまち

人 口 243,239人（R3.8.1現在）

面 積 約35.76 ㎢
（東西南北６㎞四方）



通勤にもレジャーにもアクセスがいいまち



通勤にもレジャーにもアクセスがいいまち

至 寒川駅



世界のベストスモールシティ第５位のまち

No. 都市名 国名

１ ローザンヌ スイス

２ ボルダー アメリカ

３ ベルゲン ノルウェー

４ ホバート オーストラリア

５ 茅ヶ崎 日本

６ ボルツァーノ イタリア

７ ボルドー フランス

８ インスブルック オーストリア

イギリスの情報誌MONOCLE（モノクル）選出の

「世界のベストスモールシティ２５」で

日本から唯一ランクイン！

山と海に囲まれ、東京からわずか１時間のところにある
茅ヶ崎は、田舎の隠れ家のようです。

近くのビーチコミュニティを訪れたり、ちょっと移動する
ためには自転車が最適です。

街全体に良いレストランが点在しているので、料理の
選択肢は中心部に限定されません。（一部抜粋）



“茅ヶ崎流”ワーケーション

• 「いつもの仕事」を持ったまま、知らない土地に暮らしてみる
⇒ ニューノーマルな時代の新しい住まいの選びかた

• 茅ヶ崎で１泊２日のワーケーションをした場合のモデルコースをご紹介

茅ヶ崎暮らしの疑似体験（お試し移住）



茅ヶ崎駅に到着～昼食（熊や別館 弥栄）

動 画



コワーキングスペース TakasunaBASE

サーファー向けオプション

シャワー利用 ¥1,000/月

自転車置き場利用 ¥2,000/月

レンタル自転車 ¥3,000/月

サーフボードロッカー ¥5,000/月

• 70㎡超の空間は大きくワークスペース、フリースペース、MTGスペースに分けられている。

• プライベートを重視したテレカン用ブースも完備。（テレカンファレンス：遠隔会議）

• 無料で利用できるウォーターサーバーも設置

※ ドロップインの利用を希望する場合は事前に連絡が必要。



コワーキングスペースでお仕事タイム

動 画



仕事終わりの散歩 （雄三通り～夕方の海辺）

動 画



登録有形文化財 茅ヶ崎館

お１人様１泊あたり はなれのお部屋 本館のお部屋 長屋風のお部屋

素泊まり 8,800 円 7,800 円 6,800 円

朝食付 10,300 円 9,300 円 8,300 円

朝・夕食付 やまゆり豚コース 13,800 円 12,800 円 11,800 円

朝・夕食付 和牛コース 15,800 円 14,800 円 13,800 円

朝・夕食付 すき焼きコース 18,300 円 17,300 円 16,300 円



宿泊風景

動 画



海さんぽ～帰宅

動 画



＃ちがすきの紹介

茅ヶ崎で暮らしている人たちのインタビュー記事、住まい、働き方、イベント、子育てといった情報を発信中！



＃ちがすき記事 先輩移住者① 茅ヶ崎市中海岸在住 益子 麻美 さん

【 P ro f i l e 】

• 出身の北海道で結婚

• 夫の横浜転勤をきっかけに茅ヶ崎市へ

• 小学校の娘さんと３人暮らし

【Top ic 】

• “サザン”のイメージで来たまちは、ほっこりできるまちでした

• 上半身ハダカ、足元はビーサンで自転車に乗っている人が

あちこちに…（笑）

• 家庭に軸をおきながら、働く道を選んで

• 私の経験を、いまから茅ヶ崎に来る人のために

～ 日常の風景にサーファーがいる

ほっこりできるこのまちでずっと ～

【 記事リンク 】



【 P ro f i l e 】

• 大阪府出身、結婚前に関東へ

• 夫の仕事がきっかけで横浜に移り、

その後茅ヶ崎に転入

• 夫、年長・年少の息子さんの４人暮らし

【Top ic 】

• 自転車でどこへでも行けるまち

• “砂浜モーニング” そんな、家族の時間が愛しい

• コミュニケーションが多くてワクワクします

• つくった人の顔が見える新鮮野菜

• 家庭時間を大切にしつつ働くために起業

• 人とつながっていけるこの土地の豊かさを未来へ

つなげたい

～ 人とのつながりが生まれやすいまち

心豊かに暮らしています ～

【 記事リンク 】

＃ちがすき記事 先輩移住者② 茅ヶ崎市甘沼在住 井出 香織 さん



＃ちがすき記事 先輩移住者③ 茅ヶ崎市東海岸南在住 松本 篤史 さん

【 P ro f i l e 】

• 約1 4年前に東京から茅ヶ崎に移住

• 現在も都内に通勤

• 妻、長男・長女の４人暮らし

【Top ic 】

• サーフィン文化が根付いたまち

• 移住してから始めた趣味で、交友関係も広がった

• 子育ての環境としても、茅ヶ崎は適していた

• 毎日、帰ってくるたびにほっとする

～ 「子育て」、「仕事」、「趣味」を

充実させるために選んだまち ～

【 記事リンク 】



＃ちがすき記事 先輩移住者④ 茅ヶ崎市東海岸在住 髙村 えり子 さん

【 P r o f i l e 】

• 岩手県出身

• 沖縄在住時代、横浜に暮らす夫と遠距離別居婚

• 2 0 1 4年から茅ヶ崎で共に暮らし始めて 7年目

• 夫の啓介さん （ 写 真 ）と長女、長男の4人暮らし

【Top ic 】

• 沖縄から移り住んでも違和感のない、スローライフの空気感

• なんでも“雄三通り”で済んじゃう（笑）

• 自らの子育てから気づいた、わたしができること

２つの“ママの居場所づくり”

• パパもラクをしているわけじゃない

でもママの育児は孤独

• “日常の登場人物を増やそう週間”実施中

そして未来のために

～ このまちでママの居場所づくりを

未来のママたちのためにも ～

【 記事リンク 】


